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意　　見　　書 第一回定例会では、１件の意見書を可決し、関係機関に提出しました。

●東京都保健医療計画改定に向けた意見書
　（提出：医療・高齢者等特別委員会）
　区の人口は72万８千人を超え、一部の県を上回る人口規模でありなが
ら、200床を超える病院は３施設のみである。人口10万人当たりの一般・
療養病床数は平成29年６月１日現在290床であり、23区平均である779床の
約３分の１にとどまっている。医療機能の面でも、急性期から回復期、慢
性期まで、すべての機能が不足しており、入院を必要とする区民の約７割
は区外の病院に入院している。更に、区内には生命の危機を伴う重篤患者
に対する三次救急医療機関がないため、緊急性が高いにもかかわらず対応
に時間を要している。
　今後、高齢化の進展に伴い、高齢者人口が増加し続け、30年後には20万
人を超えることが見込まれており、入院や在宅医療、救急等の医療需要が増
大することは必至である。こうした中、区民が住み慣れた地域で安心して暮
らし続けられるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的・継続
的に提供される地域包括ケアシステムを確立することが急務となっている。
　これまで入院医療は、基本的に二次保健医療圏において確保することと
されてきたが、地域包括ケアシステムの確立には、住民の視点に立ち、身
近な地域にバランスのとれた切れ目のない医療提供体制が整備される必要
がある。
　団塊の世代がすべて後期高齢者となる37年を目前に控えた今こそ、将来

を見据えた医療政策の展開が求められている。
　よって、本区議会は、東京都保健医療計画の改定と基準病床数の見直し
にあたり、区民が地域で安心して暮らし続けられる地域包括ケアシステム
を構築するため、次の事項について強く要望する。

１ 　基準病床数は、東京都地域医療構想に示された平成37年における需要
予測を踏まえて見直されたい。また、計画期間の中途においても必要に
応じて基準病床数の見直しを行われたい。
２ 　二次保健医療圏内の基礎的自治体ごとの医療機能の配置状況、人口規
模や面積を総合的に勘案し、不足する病床機能の充実と病床偏在の是正
に配慮されたい。特に、在宅療養を支える回復期・慢性期の病床は、基
礎的自治体ごとに必要な数を整備できるように配分することを保健医療
計画に盛り込まれたい。
３ 　災害時対応も踏まえ、三次救急医療機関のない地域への配置について
配慮されたい。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成30年２月28日
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平成 30年度一般会計予算の主な事業を紹介します

事業の詳細は、区のホームページをご覧ください。 ※ねりま区報平成30年２月11日号より抜粋

一般会計の内訳は下のグラフの通りです。予算額は2636億5831万円で、前年度と比べて121億8107万円（4.8％）の増となりました。

子どもの成長と子育ての総合的な支援 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備

区の魅力を楽しめるまちづくり

新たな区政の創造

安心して生活できる福祉・医療の充実

●待機児童解消後も保育サービスをさらに充実、
　小学生の放課後の居場所も拡大 【25億1732万円】
●育児の孤立化・児童虐待を防止するために
　「ずっと」「もっと」「ほっと」を推進 【１億1163万円】
●支援が必要な子どもたちのために不登校対策や
　障害児支援などを充実 【２億8202万円】
●子どもたちの充実した学校生活のために区立小中学校の
　教育環境を整備 【６億908万円】

●大江戸線延伸の早期着工へ向けて基金を積み増し、まちづくりを推進
 【７億5845万円】
●西武新宿線の立体化の早期事業化に向け沿線のまちづくりを推進
 【7647万円】
●豊かで美しく、活力のあるまちの実現を目指し道路の整備を推進
 【15億9014万円】
●木造住宅密集地域の改善、建築物の耐震化を促進し
　災害に強いまちづくりを推進 【21億3929万円】
●災害時のエネルギー確保を強化 【1287万円】

●企業支援と商店街の魅力づくりを支援 【899万円】
●練馬の都市農業の魅力を発信 【3787万円】
●新たなみどり施策の展開と特色ある公園の整備 【32億9457万円】
●練馬ならではの都市文化を楽しめるまちへ 【3896万円】
●豊かな自然の中で、誰もが身近にスポーツを楽しめるまちへ
 【５億6835万円】
●「映像文化のまち構想」の策定に着手 【700万円】

●練馬ならではの新たな自治の創造へ
　区民参加と協働による区政をさらに推進 【1326万円】

●地域包括ケアの体制を強化し、高齢者世帯への支援を充実
 【４億1144万円】
●特別養護老人ホームなどの施設整備を加速し、介護人材の
　確保・育成・定着支援を充実 【６億1551万円】
●介護予防・健康づくり・社会参加を地域団体との協働で区内全域に展開
 【6462万円】
●病床の確保と医療機能の整備～地域包括ケアシステムの構築へ
 【5654万円】
●障害者が地域で暮らし続けるための支援を充実 【１億4057万円】
●福祉事務所の体制強化と支援の充実、ひとり親家庭自立応援
　プロジェクトを推進 【４億1758万円】
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特別区債
円万0086億67 ）％9.2 （

地方消費税交付金
121億9300万円 ）％6.4 （

その他
円万1872億68 

）％3.3 （

特別区財政調整交付金
円万5291億038 

）％5.13 （
区と東京都で分配している
固定資産税や法人住民税など

特別区税
円万4664億656 

（24.9％）
特別区民税、軽自動車税、
特別区たばこ税、入湯税

諸収入
円万9271億65 ）％1.2 （

使用料及び手数料
円万5138億25 ）％0.2 （

繰入金
円万0448億06 （2.3％）

都支出金
199億7702万円 ）％6.7 （

国庫支出金
）％8.81 （円万5714億594

公債費
46億992万円（1.7％）
区が借りたお金の返済に充てる
経費（元金･利子･手数料など）

都市整備費
59億3200万円 ）％2.2 （
まちづくりの経費

その他　
65億5343万円（2.5％）
議会費、産業経済費、諸支出金、
予備費

保健福祉費
万円9296億497 ）％1.03 （

生活保護や高齢者・障害者施策、
健康づくりなどの経費

こども家庭費
646億6470万円 ）％5.42 （
保育所や児童館、児童手当
などの経費

教育費
326億3463万円（12.4％）
小中学校や幼稚園、図書館
などの経費

土木費
円万296億961 ）％4.6 （

公園や道路の建設・
管理などの経費

区民費
）％2.7（円万8761億981 

戸籍・住民基本台帳事務や
区民事務所などの経費

※1

※2
※3

※１　総務費　 0.6 （円万2283億751 ％）……防災や広報、電算システムなどの経費
※２　環境費　 ）％4.4 （円万5885億511 ……温暖化対策や清掃リサイクル、緑化推進などの経費
※３　地域文化費　6 ％5.2 （円万7537億6 ）…地域振興や文化・生涯学習、スポーツ振興などの経費


